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日本初のエッジコンピューティング基盤*1を用いた実証実験を開始 

～AIを活用した最高峰の情報セキュリティ水準の 

データ管理基盤を確立へ～ 
 

・ Peach と JIG-SAWにて、セキュリティが担保された情報基盤を構築 

・ 分散型エッジコンピューティング基盤の実用性を検証する実証実験 
 

 Peach Aviation 株式会社（代表取締役 CEO：井上 慎一、以下：Peach）と JIG-SAW 株式会社

（代表取締役：山川 真考、以下：JIG-SAW）は、Peach の機密情報などを含む保有データを、より

セキュリティ性の高い環境で管理することを目的に、分散型エッジコンピューティング基盤と AI を

活用したデータ管理の実証実験を、今春から半年（2017 年 4 月頃～10 月頃までを予定）を目途に

開始いたします。 

本実証実験は、JIG-SAW の提供する AI を実装したエッジコンピューティング基盤に Peach が

保有するデータの一部を送り、実用化に向けた安全性と利便性を検証します。AI を活用したエッジ

コンピューティング基盤内でデータ管理を行うことで、保有データをインターネット網に出さずに閉域

ネットワーク内で分散高速処理および分散管理することが可能となり、機密情報の漏えいなどの

情報セキュリティリスクが大幅に軽減されることとなります。なお、エッジコンピューティング基盤

を用いた、本実証実験は日本で初めての試み*2となります。 

近年、様々なシステムや IoT（Internet of Things）デバイスなどから得られる、機密情報を有する

ビッグデータの活用が一般的になる一方で、サイバー攻撃を受けるなどの情報セキュリティリスクが

増大しており、データ管理に対して高い安全性を求める声が高まっています。航空会社として、機密

情報を含むデータ管理品質を高いレベルで求められる Peach と、エッジコンピューティング基盤の

新たな活用法を検証する JIG-SAW が、本実証実験を通じて、最高峰のセキュリティ水準が担保

された最先端のデータ管理基盤の構築を目指します。 

なお、本実証実験に用いるエッジコンピューティング基盤は、NTT 西日本グループと JIG-SAW の

技術協力のもと提供されます。 

 

*1 インターネット網へ出ることなく、ユーザーから近い位置でデータ処理ができる次世代の情報基盤 

リアルタイムデータ処理（超低遅延）に加え、セキュリティの観点から、データ発信元から近いところ（データを出来るだけ動かさない）で、   

かつ閉域環境内でのデータ処理が実現できる基盤 

*2 自社調べ 

 

 

 

 

 

 



 

Peach Aviation株式会社について （www.flypeach.com） 
Peach は、2012 年 3 月に関西空港を拠点として運航を開始しました。2014 年 7 月には那覇空港を関西空港に

次ぐ拠点空港とし、2015 年 8 月には羽田空港に就航しました。現在、18 機の機材で、国内線 14 路線、国際線

12 路線に就航し、1 日あたり 90 便以上を運航するとともに、13,000 人以上のお客様にご利用いただいております。

2017年2月19日には沖縄（那覇）－バンコク（スワンナプーム）線が就航し、2017年度には仙台空港、2018年度には

新千歳空港を拠点空港とする予定です。 

 

 

JIG-SAW 株式会社について （www.jig-saw.com/） 

JIG-SAW は A. I .制御による IoT・ IoE 全体への A&A サービス（Auto Sensor-ing & Auto Direction）

A.I.による IoT ビッグデータコントロールサービス、E2E（End-to-End）オールデータコントロールサービス、

（細胞・生物・ビッグデータ・クラウド・サーバ・NW・各種アプリ・各種プラットフォーム・セキュリティ SW・

IoT デバイス・各種通信モジュール等）エッジコンピューティング（MEC 基盤）におけるセキュアデータ

コントロール等を展開。証券コード：3914（東京証券取引所マザーズ） 

 

http://www.jig-saw.com/

